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　既に終わった 2021-2022 年度、岩﨑陽一地区ガバナーは多く
の課題に取り組み、それぞれ成果を挙げられたことを後々に語り継
がれることでしょう。大変ご苦労様でした。感謝申し上げます。岩
﨑さんの後に続く私も与えられた使命を果たすべく努めて参りま
す。
　現在、私は地区内の各ロータリークラブの例会訪問を行っていま
すが、皆様方のロータリークラブの例会雰囲気を通して、各クラブ

の有意義な活性化への取り組みが地域社会に生かされている状況を学ぶことを楽しんでいま
す。
　ご存じの様に、「会員増強・新クラブ結成等、新しいクラブ創出」を近年、国際ロータリー
は運営施策としています。申すまでもなく、今日、ロータリー会員の高齢化現象が会員数減少
を招く傾向となり、その傾向は当然ながらクラブの活性化を阻む要因となり、やがてロータリー
活動が低調になると、いつしかその状態が形骸化されると地域社会の目に止まらず、次第にロー
タリーに対する地域に於ける認知低下を招く事態になることに警鐘を鳴らしているのです。
　今日、ロータリーの公共イメージ低下を危惧している国際ロータリーは、近年示したロータ
リーの新しい意識概念、即ちロータリーは多様性であること・平等性であること・全てにおお
らかに対処する包括性の頭文字を取ってＤＥＩと称し、これをもって、青少年ロータリー組織
との融合等も視野に入れ、新しいロータリークラブの結成や既存クラブへの融合、あるいは独
立した姉妹クラブの創設等によって、会員数の増大を図り、“ 時代に適応したロータリー活動
の活性化を方向付けることで、地域に於けるロータリーの公共イメージの向上 ” を強く求めて
いるのです。
　以上、ご理解頂きます様お願い申し上げます。

会員増強・新クラブ創出について

ＤＥＩ
とは

多様性（Diversity）
年齢、民族、人種、肌の色、能力、宗教、社会経済的地位、
文化、性別、性的指向、性自認への言及にかかわらず、あら

ゆる背景、経験、アイデンティティをもつ人がいること。

インクルージョン、包摂
（Inclusion）

すべての人が歓迎され、尊重され、大切にされる
経験を創造すること。 公平さ（Equity）

参加者が快適かつ生産的な体験をできるよう、
さまざまなレベルの支援、機会、リソースを提供する方法

について慎重に検討すること。

MyRotary
より引用

地区ガバナー
友末誠夫（津山 RC）
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ガバナー月信

　ジェニファー・ジョーンズ氏が、ロータリー創立 117 年
にして女性初の国際ロータリー（ＲＩ）会長に就任しました。
折から「多様性、公平さ、インクルージョン（ＤＥＩ）」を
尊重するＲＩの基本方針にも相通じる、素晴らしい出来事です。

ロータリーを育てましょう
　今年度のＲＩ会長テーマ「イマジン ロータリー」ですが、
私は「明日のロータリーを夢見て、それを実現させましょう」
という意味だと理解します。われわれには奉仕や世界平和を
実現するため、すべきことやできることがまだたくさんあり
ます。会員やクラブ、地区およびＲＩはこれをしっかり思い
描き、各自がロータリーのネットワークを活用しながら実践
に移すことが大切です。ロータリー行動計画の四つの優先事
項「インパクト」「広げる」「積極的なかかわり」「適応力」
を念頭に活動し、ＲＩ会長テーマを実現させましょう。
　今後さらにＤＥＩを取り入れ、より多様化し活性化する
ロータリーを目指します。クラブ運営の柔軟化や新しいタイ
プのクラブ創設なども視野に入れながら、女性会員や若い会
員も積極的に受け入れ、個個のクラブを多様化させ、活力を
より一層高め、もっともっとロータリーを育てましょう。
　今年開催された規定審議会から、2 つの話題を紹介します。
① オーストラリアとグレートブリテンおよびアイルランド
（ＲＩＢＩ）で、地域性を重視する運営を試験的に採用す
ることを認めました。会員数の減少が著しいこの地域では、
運営に地域性を反映させ、会員減少の歯止めと増加策も模
索しながら運営構造の簡素化を試みます。

② アメリカでのインフレ進行を背景に、ＲＩ人頭分担金を値
上げする議案が承認されました。

日本のロータリーの一層の活性化を
　日本では各地域コーディネーターが、地域と担当分野を超
えて連携し、地区およびクラブの活性化支援に全力投球して
います。
　今年度は 10 月 24 日の世界ポリオデーにちなんで、各地
区およびクラブがユニークで、地域性や独自性を生かした行
事を企画、実施することを推奨しています。「日本ポリオデー」
と称し、ロータリーの最優先事項であるポリオ根絶活動のＰ
Ｒを日本の津々浦々で繰り広げることで、以下のような複合
的効果を期待しています。
①「END POLIO NOW」の活動を積極的に推し進める
② ロータリーの公共イメージ向上と認知度を高める
③ ロータリーに興味を持つ人たちに入会を勧奨する
④  ポリオ根絶のために、ロータリー財団への寄付をお願い

する
⑤  個々の会員の参加意識を高め、ロータリーモメントにつ

なげる
　こういった活動を通して、日本のロータリーが盛り上がれ
るよう、各地区のガバナーにもお願いしております。
　今年度は、クラブと地区の一層の活性化を基盤に、ロータ
リーを一歩一歩前進させたいと考えておりますので、皆さま
のご支援・ご協力を心からお願い申し上げます。

　皆様方の御支援のおかげをもちまして、ＲＩ理事に就任させてい
ただきました。継続しての暖かいご応援に心より感謝致しておりま
す。ＲＩ理事は世界３４ゾーンを４分割し、毎年８～９人が２年任
期で選出され、それにＲＩ会長と会長エレクトを加えて１９人が理
事会メンバーとなります。理事会は年に４～５回＋随時で開催され、
ＲＩの重要事項や緊急事項を審議します。最近ではヴァーチャル会
議も多用されるので、エバンストン他での外国開催は年２～３回の

ようです。理事会は必ず通訳付きなので不自由しないのですが、その前後や休憩時間には英語
の不得手な私には横文字での意思疎通がなかなか大変です。
　理事会での討論では出身地域が最優先なのですが、議論の最後にはＲＩにとって最善を決議
することが要求されます。このため、必ずしも日本にとってベストではない結論を承諾せざる
を得ないこともあります。お許し下さい。以下に、ＲＩ理事として日本のロータリアンに申し
上げたいことを纏めた「ロータリーの友」の記事を載せます。今後とも、温かいご支援、ご鞭
撻の程を宜しくお願い申し上げます。

RI理事に就任して

2022-24RI 理事 (RI Z3)
佐藤芳郞（岡山南 RC）
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　６月３０日から７月１日に日付が変わると同時に、私は自動的に
ガバナーノミニーからガバナーエレクトに就任いたしました。
　そこには昨日と何ら変わらない私が居ます。しかし、ガバナーに
確実に一歩近づいたのです。昨日の私と同じで良い訳はありません。
　ガバナーノミニー・デジグネートの期間を合わせると、これまで
の１年４ケ月の間に受けたセミナーや出席した会議の、様々な内容
の中には、これまで経験した事のない分野もあり、自分の不勉強と

ロータリーの奥の深さを痛感させられました。
　私に残された時間は、もうあまり多くはありませんが、今後一層の精進に努め、ガバナー年
度に備えたいと存じます。

　さて、今年度友末ガバナーは、地区スローガンを “ ロータリーの素晴らしさを体感しよう！ ”
とされました。
　ロータリーの素晴らしさとは何でしょう。それはクラブの例会に参加し、会員同士の親睦の
輪の中から生まれる奉仕活動ではないでしょうか。ここが他の奉仕団体と決定的に違う点だと
思います。
　残念ながらコロナ禍により、この２年余り満足に例会が開けませんでした。しかし、今は大
分落ち着きつつありますし、例会の手段も多様化してきました。
　全てのクラブで楽しい例会を取り戻しましょう。ここから全てが始まると信じています。
　そしてこの度、佐藤芳郎パストガバナーが国際ロータリー理事に就任されました。地区とし
ても大変名誉なことであり、ご活躍を祈念したいと存じます。

　国際ロータリーの最優先事項は「ポリオ根絶」であります。
　本年１０月２４日の世界ポリオデーは、これまでにない充実したポリオデーにしようではあ
りませんか。
　ここにおいて２６９０地区全てのロータリアンに進化の機会が与えられたと、思料するに至
りました。

ガバナーエレクト就任ご挨拶

地区ガバナーエレクト
石倉貞昭（松江しんじ湖RC）
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ガバナー月信

　今年度の２６９０地区は津山ＲＣの友末誠夫ガバナーですが、地区研修
リーダーは私に回ってきました。この役割は WEB 上で My Rotary を見る
と以下のように書かれています。
＊地区研修リーダー
　 　地区研修リーダーは、クラブと地区の次年度リーダーの研修でガバナーエレクトを支援し、ロータリア

ンへの継続教育において現ガバナーを支援します。また、地区研修委員会のお委員長を務めます。

＊次期クラブリーダーの研修
　 　クラブと地区の次期リーダーの研修は、一連の研修会合を通じて行われます。各会合について、地区と

参加者のニーズに応じて柔軟に応用できる推奨時間枠と推奨カリキュラムが定められています。

＊会長エレクト研修セミナー（PETS）
　 　会長エレクト研修セミナー（PETS）では、次年度のクラブ会長が各自の役割について学びます。

＊地区研修・協議会
　 　地区研修・協議会では、会長エレクトが PETS で学んだことを基にリーダーシップスキルをさらに磨くほか、ほかの次期クラブリーダーも出席し

て各自の役割について学び、次年度の目標をさらに練り上げます。

＊クラブリーダーと会員の研修
　地区クラブ活性化ワークショップは、関心のあるロータリアンを対象としており、会員増強、ロータリー財団、公共イメージがロータリーの行動計
画の実現においていかに相互に関連しているかを学ぶための研修です。

＊補助金管理セミナー
　 　補助金管理セミナーでは、クラブ会員が、ロータリーの補助金の効果的な管理方法について学びます。セミナーも出席義務がありますが、オン

ラインでの研修を実施する場合にはオンラインで研修を受ける場合にはラーニングセンターにある「補助金管理セミナー」もありますが今年度の
2690 地区ではこのオンラインセミナーは活用しませんでした。

＊ローターアクト地区指導者研修
　 　ローターアクト地区指導者研修では、リーダーとなるローターアクターやロータリアンに加え、ロータリアンやロータリアンではない人を対象に、

ローターアクト情報のすばらしさを伝えるための研修です。

＊地区大会
　 　地区大会は、ロータリアンがネットワークを広げ、意欲を引き出す講演を聴いたり、クラブや国際ロータリーの重要なトピックスについて話し合

うための行事です。

＊地区リーダーの研修
　 　地区チーム研修セミナーでは、ガバナー補佐と各地区委員会が各自の良く割について学ぶとともに、地区目標の設定を行います。

と My Rotary のサイトを眺めてみると２６９０地区の今年度の研修とはかなりかけ離れているなあと感じ
ていました。
　地区研修委員会を構成し研修委員会の委員長に私が副委員長に次年度研修リーダーが予定されている古瀬
パストガバナー（出雲中央ＲＣ）、そして石倉貞昭ガバナーエレクト（松江しんじ湖ＲＣ）、榊原敬ガバナー
ノミニー（岡山南ＲＣ）、森本信一パストガバナー（津山ＲＣ）幡宏明次期地区代表幹事（松江しんじ湖ＲＣ）
のメンバーです。
　友末ガバナー年度の始まる前に地区チーム研修セミナー、会長エレクト研修セミナー、地区研修・協議会、
会員増強・財団セミナーと様々な研修会を企画して開催してきました。友末ガバナー年度が始まってからは
８月２１日に地区公共イメージセミナーが予定されています。そして、１０月になると津山市での地区大会
が開催されます。多くの参加者がまた新たなつながりを作りネットワークが広がることを期待しています。
　今年度もコロナ禍での様々な研修会の開催でした。移動の時間のないリモート形式やハイブリッドの研修
会では十分な研修にならなかったのではないか危惧しております。
　地区研修員会はガバナー補佐の方々への研修も行っています。クラブと地区やガバナーを結びつける大切
な役割を担当するのがガバナー補佐です。今年度もガバナー補佐会を繰り返し開催しながらガバナー補佐の
責務や地区やガバナーの方針、国際ロータリーのめざしているものなどについて討議を含めた研修を実施し
ました。ガバナー公式訪問に先立ちガバナー補佐訪問でのクラブアッセンブリーなどで色々とお話を重ね
ていただければ幸いに思います。様々な形で各クラブをガバ
ナー補佐も訪問されますので、クラブの課題についてもご相
談ください。
　世界ポリオデーに関しての活動も是非公共イメージ向上と
ともにクラブの活性化につながるようなイベントを早急に検
討、実行してくださるようにお願いします。

地区研修リーダー就任あいさつ

地区研修リーダー
松本祐二（益田西 RC）
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地区担当委員長挨拶
　友末ガバナー年度の地区会計長を務めさせて
いただきます吉田誠五です。よろしくお願いし
ます。
　地区資金について、各クラブが行う各種活動
にかかる費用は当然のこととして、各クラブで
支出すべきものですが、地区大会や地区協議会
等のように実施に当たって相当多額の資金を必
要とするものもあります。またガバナーの活動

費やガバナー事務所の運営費等については一部国際ロータリー
から支出されますが、これだけでは不足するので各クラブ・会
員から分担金の拠出をお願いし、これらの資金を地区資金とし
て開催費用等に充当しています。
　地区会計長はこれら各クラブ・会員から拠出していただいた
地区資金の出納管理について効率的に透明性をもって適正に行
うことを任務としています。会員各位のご支援ご協力方よろし
くお願いします。

地区会計長・地区資金委員会委員長

吉田 誠五

　2022 － 23 年度地区会員増強委員会委員長を務
めさせていただきます眞木秀高です。
　友末ガバナー年度の最重点目標として、施策を工
夫して会員増強する。ＲＩ会長の目標に沿って女性
会員増強に努める。各クラブ純増最低１名（実績；
2019 － 20 年度△ 0.52 人　2020 － 21 年度▲
1.14 人）と掲げています。会員増強を行う為には、
地区スローガン「ロータリーの素晴らしさを体感し

よう」を実践する為には、ロータリークラブの活動を理解し参加して
奉仕の心を持って「ロータリーを楽しんで」頂ければ、ローターリア
ン以外の方々にも伝わり同じ奉仕の心が伝わり会員増強に繫がるので
はと考えています。津山ロータリー神崎信輔会長は地区スローガン達
成のために、「楽しい例会を企画し多様性を認め合える仲間つくり、奉
仕活動にみんなで参加し楽しみましょう。四つのテストを実践しましょ
う」としています。ロータリーを理解し楽しんでロータリー新入会員
候補の方々にＰＲ出来れば、会員増強へと繫がるような 2022 － 23
年度にしていきたいと思います。皆様、どうぞ宜しくお願い致します。

地区会員増強委員会委員長

眞木 秀高

　本年度、地区米山記念奨学委員会委員長を拝命い
たしました亀井朗です。
　ロータリー米山記念奨学事業は、日本で学ぶ外国
人留学生に奨学金を支給し、その学業の達成を支援
しています。また国際理解を深め将来日本と母国の
懸け橋となり、国際親善に尽くすロータリーのよき
理解者となる人材を育てることを目的としています。
　交流を大切にする米山記念奨学会では、世話クラ

ブが奨学生を受け入れカウンセラーがケアにあたっています。いっぽ
う新型コロナ感染症の影響からオリエンテーションはじめ多くの事業
が変更となり、今年の奨学生の選考会でははじめてリモートによる面
接とディスカッションが行われました。創意工夫をしながら本来の事
業が進められるよう前向きに取り組んでまいりたいと思います。
　米山記念奨学会の財源は、全国のロータリアンからの寄付金であり、
２０２２年度の第２６９０地区度奨学生は継続新規合わせ２５名が選
出されています。会員に皆様のご協力で成り立つ事業でございますの
で、今年度もより一層のご協力をよろしくお願いいたします。

地区米山記念奨学委員会委員長

亀井　朗

　今年度、国際ロータリーのジョーンズ会長は、
ＤＥＩ（多様性、公平さ、包括性）を最優先と
し、女性会員や４０歳未満の会員増強において、
２桁の成長を目指しています。しかし、ロータ
リーの活動内容や意義、地域社会への貢献につ
いて知る人が少ないのが現状です。人々の理解
が無ければ地域社会に変化をもたらすことはで
きません。そこで、ロータリーに関する多くの

情報が掲載された「ロータリーの友」を有効に活用し、一人で
も多くの方に活動に対する理解と評価、共感と支援を促すこと
が、公共イメージの向上や会員増強に繋がると考えます。
　また、パートナーシップの拡大、寄付の推進、奉仕活動への
参加向上など、ロータリーの基本に関わる大切な取り組みにも
繋がると思います。
　当委員会では、各委員会や各クラブと連携して、公共へのイ
メージ向上を推進していきたいと思いますので、皆様のご協力
とご支援を宜しくお願いいたします。

地区雑誌広報・公共イメージ委員会委員長

井上　治

　第２６９０地区国際奉仕委員長を拝命いたし
ました津山ロータリークラブの脇優太と申しま
す。
　国際奉仕は国際間の理解・親善・平和を推進
するために会員が行うクラブの活動を意味しま
す。
　書物を読むことや通信、更には他国の人を助
けることを目的とするクラブの活動を通じて、

その文化や慣習・功績・願い・問題に対する認識を培うことによっ
て行われます。
　各クラブの活動を、多様性・平等性・包括性を前提としたロー
タリーの意識連携の絆の重要性を強調し、新しい活動を呼び起
こして、ロータリー活動の機会を広げることにより、ロータリー
の素晴らしさを体感し、より多くのクラブが国際奉仕活動に参
加できるように推進します。各クラブの会員の皆様方のご理解
ご協力をお願い申し上げます。

地区国際奉仕委員会委員長

脇　優太

　今年度の地区の重点目標の一つに「地域社会に密
着した特色ある奉仕活動を実施する」があります。
具体的内容としては次の２つが示してあります。
・新たな奉仕活動を実施する
・形骸化した奉仕活動を見直す
現在コロナ禍を契機に地域のコミュニティーの希薄
化が余儀なくされ、様々な弊害が起こっています。
社会奉仕とは、ロータリーの奉仕の中でも地域の問

題により近い部門であり、地域に寄り添った活動をすぐにでも実施で
きる立ち位置にあります。
　地区重点目標の実践において、各クラブがそれぞれの地域の実情を
的確に反映し、その地域のニーズにあった支援のためにロータリーの
資源をより効率的に活用していくことが肝心です。そのためにもクラ
ブの一人ひとりが、常に自分たちの地域が抱える問題にもっと意識を
向けて、地域が必要としている奉仕活動を見定める必要があります。
　今年度の奉仕活動を通して、ロータリーが今まで以上に地域の人た
ちから認知され、信頼されるようになることを願います。
　今年度の社会奉仕活動に皆さんご協力よろしくお願いいたします。

地区社会奉仕・ＲＣＣ委員会委員長

全本 靜弘
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　本年度、青少年交換委員長を務めさせていた
だきます、光岡宏文と申します。
　青少年交換事業は成長期にある青少年が異文
化交流を通じて、自身の人間的成長と共に、国
際感覚を養い、小さな親善大使として国と国と
をつなげていく、また、それに携わるロータリ
アンにとっても当該奉仕を通じて国際理解を深
めることができる、非常に意義のある事業です。

コロナ禍で２年間の空白がありましたが、今年度３年ぶりに新
規の募集を開始することとなりました。
　現在では、コロナ禍に加え、政情不安、国際問題、自然災害等、
憂慮すべき事案も増えているところではありますが、危機管理
をしっかりと行い、安全・安心な青少年交換がすすむよう尽力
してまいります。皆様のご支援とご協力をよろしくお願い申し
上げます。

地区青少年交換委員会委員長

光岡 宏文

　本年度、地区青少年奉仕委員会委員長を務め
させていただきます、津山ＲＣの土居大介と申
します。
　私は、ロータリークラブに入会させていただ
いて６年目の年になり、昨年初めてクラブ委員
長を経験したばかりの若輩者ですが、色々な経
験ができる機会を与えていただいたと考えてお
ります。

　地区青少年仕委員会では、ロータリー青少年指導者養成プロ
グラム（ＲＹＬＡ）などを通じて、次代を担う若い人たちが、
新しい友人をつくり、楽しみながらリーダーシップのスキルを
身につけ、奉仕の価値観を学べるよう努めてまいります。
　本年度も、コロナ禍での活動となりますが、一年間皆様のご
理解ご協力をお願いいただきますようよろしくお願いいたしま
す。

地区青少年奉仕委員会委員長

土居 大介

　このたび、地区インターアクト委員長を仰せ
つかりました津山ＲＣの野井です。
　インターアクトクラブは、ロータリクラブに
より提唱された１２歳から１８歳までの青少年
または中高生のための奉仕クラブで、楽しく意
義ある奉仕プロジェクトに参加する機会を青少
年に与えるものです。活動を通じてインターア
クトの皆様は、主に４つの事柄を学びます。

①指導力と優れた人格の育成
②他者を尊敬し、進んで助ける態度
③各自の責任を果たすことや、一生懸命努力することの価値の
理解
④国際理解と親睦の推進
　個々の成長への一助となるよう支援していきたいと思ってお
ります。インターアクト活動の発展に向け、ロータリアン皆様
のご支援ご協力をよろしくお願い致します。

地区インターアクト委員会委員長

野井 隆博

　今年度、地区ローターアクト委員会委員長を務め
ます津山ＲＣの川上昌俊です。
　ローターアクトは、リーダーシップの能力を磨き、
世界中に友人を作りながら社会で起きているさまざ
まな課題に取り組むことへの意欲にあふれた１８歳
以上の青年男女のためのクラブです。ローターアク
トクラブは、国際ロータリーの加盟クラブです。
　私自身も３７年前には、津山ローターアクトクラ

ブの会員でしたがその数年後津山ローターアクトクラブは解散となり
ました。
　現在は、更に会員減少で厳しい活動が続いています。時代の流れと
して致し方ない面もあると思いますが、ロータリアンの皆さんにはもっ
とローターアクトクラブのことを理解してもらい協力していただく事
も重要な解決策だと思っています。
　微力ではありますが、少人数でも頑張って活動している現ローター
アクトクラブの活動を応援しながら、ロータリアンにも活動状況を広
められるよう頑張っていきたいと思いますので、一年間どうぞよろし
くお願いいたします。

地区ローターアクト委員会委員長

川上 昌俊

　本年度地区ロータリー学友委員会委員長を拝
命いたしました土井康徳と申します。
　ロータリー学友（以下「学友」）とは、ロー
タリー平和フェロー、国際親善奨学生、研究グ
ループ交換（ＧＳＥ）参加者、グローバル補助
金と地区補助金による奨学生、職業研修チーム

（ＶＴＴ）メンバー、インターアクター、ローター
アクター、ロータリー青少年交換と新世代交換

参加者、ＲＹＬＡ参加者、ロータリー米山記念奨学生などを指
します
　地区学友委員会は、学友についての認識をクラブや地区リー
ダーのあいだで高めたり、学友にロータリープログラムやクラ
ブ及び地区の活動への参加を勧めたりといった役割を担います。
　ロータリークラブと学友との懸け橋となれる様、委員会活動
を行ってまいりたいと思います。

地区ロータリー学友委員会委員長

土井 康徳

　今年度地区補助金小委員会委員長を務めさせ
ていただく津山ＲＣの近堂申洋です。今年度の
地区補助金事業はコロナ渦にもかかわらず３７
件の申請承認をいただきました。ありがとうご
ざいました。
　補助金小委員会は、ロータリー財団の補助金
を管理し、地区補助金やグローバル補助金の
ルールに基づいた申請と実施と報告のお手伝い

をしております。皆様からのご寄付が財源であり、他地区に恥
じぬようルール順守は当然ですので、報告や申請ではややこし
い面もございますが、私たち委員会が全力でサポートいたしま
すので遠慮なくご相談ください。
　２６９０地区の多くのクラブで地区補助金を活用していただ
き、先頭に立ったロータリアンの地域社会への貢献に関わらせ
ていただくことが、私たち委員会の喜びであり使命です。今年
度も多くの申請をお待ちしております。

地区補助金小委員会委員長

近堂 申洋
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　今年度地区奨学金・平和フェローシップ小委
員会委員長を務めさせて頂きます津山ＲＣの朝
比奈史章と申します。
　地区奨学金・平和フェローシップ小委員会は
平和フェローシップを通じて、グローバル補助
金及び地区補助金を活用する為の候補者の選考
をするのが大きな役目であります。
　まだまだコロナの影響でどの様な形式での選

考が出来るか未定でありますが推薦された候補者がこの補助金
を活用し将来世界平和と開発の担い手となる人材を輩出する手
助けが出来る様尽力してまいります。
　皆様の御協力をよろしくお願い申し上げます。

地区奨学金・平和フェローシップ小委員会委員長

朝比奈史章

　本年度、財団資金管理小委員会委員長を務め
させていただきます津山ＲＣ川嶋健文です。よ
ろしくお願いします。
　コロナウィルスの影響でロータリー活動も自
粛され、よく理解できないまま不安だらけのス
タートとなりましたが、ミスの無いように緊張
感をもって取り組んで参りたいと思います。そ
の為にもしっかりと連携を取り、皆様からお預

かりしてます大切な資金を適正かつ透明性をもって取り組んで
参りたいと思います。１年間ご指導、ご協力の程よろしくお願
いいたします。

地区ロータリー財団資金管理小委員会委員長

川嶋 健文

　友末年度の資金推進小委員会委員長を務めさ
せて頂きます笹井茂樹です。
　ロータリー活動は皆様のご寄付で成り立って
います。資金推進小委員会は地区における財団
への寄付の推進と、寄付者の表彰・認証を管理
します。
　友末地区ガバナーの地区目標は、「ロータリー
財団への支援（年次寄付 170 米ドル / 人・ポ

リオプラスへの寄付）」「米山奨学会への支援（普通寄付 5,000
円 / 人・特別寄付 10,000 円 / 人）」「ロータリーカード普及へ
の協力」等になります。
　皆様から頂いた寄付は、地域社会や国際貢献に大きく貢献し
ています。ポリオ根絶の達成、米山奨学会への積極的な支援の
ためにも、皆様のご理解ご協力を賜りますようお願い申し上げ
ます。

地区資金推進小委員会委員長

笹井 茂樹

　当委員会ではまず、ポリオプラス基金の
２６９０地区の目標を４０ドル／人として各ク
ラブに協力をお願い致します。ロータリー財団
日本の目標は、３０ドル／人ですが、ポリオ根
絶活動達成のために、この目標を設定いたしま
した。
　また、『世界 POLIO-DAY』（１０月２４日）
にむけては、各クラブでのポリオ根絶推進イ

ベントを企画し、１０月２４日または都合のつく日に、開催
していただく事をお願いいたします。クラブの皆様が、『世界
POLIO-DAY』の行事を主催する事により、ポリオ根絶活動の重
要性を行事参加者の皆様に伝えていただく事をお願いいたしま
す。この事により、「あと少し」となっているポリオ根絶活動を、
積極的に推し進める事ができます。さらに、ロータリーの公共
イメージ向上と認知度を高める事に繋がります。
　ご支援、ご協力よろしくお願い致します。

地区ポリオプラス小委員会委員長

舩岡 和正
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氏　　　名 国　　籍 学　校　名　称 世話クラブ 米山カウンセラー

林　凱程（リン ガイテイ） 中 国 鳥 取 大 学 鳥 取 山 本　 勝 則

姜　雨美（カン ウミ） 韓 国 鳥 取 大 学 鳥 取 中 央 浜 田　 重 喜

李　婷（リ テイ） 中 国 公立鳥取環境大学 鳥 取 北 松 本　 啓 介

スルタナ ジャンナトウル フェロドウス ジェリン バングラデシュ 島 根 大 学 出 雲 須 佐　 建 央

楊　東霖（ヨウ トウリン） 中 国 島 根 県 立 大 学 浜 田 佐々木　良二

李　淑晴（リー シューチン） マ レ ー シ ア 倉敷芸術科学大学 倉 敷 南 青 井　 寿 恵

李　煜（イ ウク） 韓 国 岡 山 大 学 岡 山 佐々木　講治

許　笑天（キョ ショウテン） 中 国 岡 山 商 科 大 学 岡 山 東 菅 野　 正 則

徐　鶴軒（ジョ カクケン） 中 国 岡 山 商 科 大 学 岡 山 北 西 岡 本　 浩 三

張　潔雯（ジャン ジェウェン） 中 国 岡 山 大 学 岡山後楽園 浅 海　 淳 一

付　静雯（フ セイブン） 中 国 岡 山 大 学 岡 山 旭 川 橋 本　 勝

ダン チー アン ベ ト ナ ム 岡 山 大 学 岡 山 中 央 森 川　 敦 詞

朱　一丹（シュ イチタン） 中 国 岡 山 大 学 岡 山 南 真 邉　 和 美

ゴー バオ ロン ベ ト ナ ム 環 太 平 洋 大 学 岡 山 西 福嶋　裕美子

王　永東（オウ エイトウ） 中 国 岡 山 大 学 岡 山 西 南 井 上　 勲

継続奨学生（９名）
氏　　　名 国　　籍 学　校　名　称 世話クラブ 米山カウンセラー

呼　日査（ホ ルチャ） 中 国 鳥 取 大 学 鳥 取 中 央 安 陪　 幸 伸

李　在桓（イ ジェファン） 韓 国 鳥 取 大 学 鳥 取 西 田 中　 好 洋

シャキャ ミズ ネ パ ー ル 美 作 大 学 津 山 大 土 井 亮 輔

マイ グエン フイン ニュー ベ ト ナ ム 環 太 平 洋 大 学 岡 山 北 谷 本　 章

韓　言言（ハン イェンイェン） 中 国 岡 山 大 学 岡 山 備 南 岡 原　 洋 介

ヴォ ハー フオン ベ ト ナ ム 岡 山 理 科 大 学 岡 山 城 矢 吹　 史 郎

畢　翔（ヒツ ショウ） 中 国 岡 山 大 学 岡 山 岡 南 磯 邊　 崇

戴　琪（タイ キ） 中 国 岡 山 大 学 岡山丸の内 飛 岡　 宏

孫　慧鑫（ソン ケイキン） 中 国 岡 山 大 学 岡 山 西 濱 野　 雄 一

海外応募者対象奨学生（１名）
氏　　　名 国　　籍 学　校　名　称 世話クラブ 米山カウンセラー

チャン ミー リン ベ ト ナ ム 岡 山 大 学 岡 山 大 塚　 泰 文

2022学年度 ロータリー米山記念奨学生・世話クラブ・米山カウンセラー一覧表
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